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平成26年度予算見積調書

B76

課室名:課室名:みどり自然課

内線:内線:3039

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

昭和25年度～

会計 款 項 目

一般会
計

環境費総務費 自然保護対策
費

説明事業

自然公園等施設整備費

戦略項目

担当名:担当名:自然ふれあい・砂利対策担当

10　　　みどりと川の再生

040101　みどりの再生（身近な緑の保全・創出・活用）

予算額

決定額 17,72517,725

前年額

17,72517,725 17,72517,725

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

一般財源

番号

自然公園等施設整備事業費

１　事業の概要

　県内の自然公園にある歩道や木製階段、標識等は軒並

み老朽化が進んでおり、安全な通行が確保できない場所

が出てきている。

　階段や橋の破損だけでなく、標識の汚損・欠損も、場

所によっては利用者の命にかかわる重大事故につながる

おそれがあるため、早期に補修が必要である。

　多くの方が自然公園に訪れ、安心して豊かな自然環境

を楽しんでいただくため、自然公園等施設の修繕や更新

（１）自然公園施設等修繕事業費　　6,413千円

（２）自然公園施設等更新事業費　  9,812千円

（３）自然公園標識等更新事業費　　1,500千円

２　事業主体及び負担区分

県（10/10）

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

9,500千円×0.7人＝6,650千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　自然公園施設等修繕事業費　　　　　　6,413千円
　　　　既存施設の機能維持を中心として修繕等を行う。
　　イ　自然公園施設等更新事業費　　　　　  9,812千円
　　　　老朽化した施設のうち、緊急に対応しなければなら箇所の工事等を行う。
　　ウ　自然公園標識等更新事業費　　　　　　1,500千円
　　　　老朽化した看板の緊急点検と撤去・再設置等を行う。

（２）事業計画
　　　　県が管理している自然公園施設164施設のうち、一定期間が経過し、老朽化が激しいものや危険な状態になって
　　　いる歩道や市道標などを緊急性の高い施設から、改築、修繕を行う。
　　　・事業の目標：施設管理瑕疵が原因の自然公園内での重大事故　ゼロ

（３）事業効果
　　　自然公園を安全で快適に利用できることにより、多くの方の自然と触れ合う機会が増大する。
　　　・自然公園利用者数：平成21年度　20,053千人　→　平成22年度　20,362千人

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　県山岳連や自然公園指導員のほか、首都圏自然歩道利用者等から施設の劣化状況等についての情報を提供いただく
。

(単位：千円)

を実施する。

分野施策


